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見
知
ら
ぬ
土
地
で
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
不
安
。
ま
し
て
や
、

そ
こ
が
こ
と
ば
の
通
じ
な
い
外
国
で
あ
っ
た
場
合
は
Ｉ
横
山
雅

子
さ
ん
（
Ｕ
は
、
ｔ
匹
典
子
さ
ん
（
3
5
）
と
共
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
関
西
の
事
務
局

を
預
か
り
、
日
本
で
蒜
ら
す
外
国
人
に
電
話
で
医
療
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
で
緊
急

医
療
援
助
を
続
け
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
あ
っ
て
一
見
、
地
味
な
国
内
活

動
。
だ
が
、
３
年
半
の
活
動
で
、
日
本
の
医
療
が
「
国
際
化
」
に

向
け
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
実
態
も
見
え
て
き
た
。

％

　
Λ
関
西
在
住
の
外
国
人
と
い
っ
て
タ
ー
東
京
」
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

も
、
例
え
ば
大
阪
府
内
で
外
国
人
登
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が
少
な
い
の
は
、

縁
者
は
約
2
1
万
人
（
昨
年
苔
れ
・
現
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
集
団
で
、
渠

在
）
。
１
３
３
力
国
の
国
籍
を
持
つ
団
内
部
で
の
相
談
が
で
き
や
す
い
た

人
た
ち
が
む
ら
す
▽
　
　
　
　
　
　
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
医

　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
療
は
高
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

命
６
力
国
の
人
力
ら
　
っ
て
、
経
済
的
な
負
担
を
考
え
て
し

　
ー
－
こ
こ
で
相
談
を
受
け
る
外
国
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

人
の
割
今
は
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
相
談
内
容
は
？

　
横
山
　
開
設
以
後
、
6
0
を
超
え
る
　
横
山
　
昨
年
は
堺
巾
を
中
心
と
す

国
の
人
だ
ち
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
る
Ｏ
１
５
７
に
関
す
る
相
談
も
あ
り

に
。
多
い
の
は
、
ペ
ル
ベ
ブ
ラ
ジ
ま
し
た
。
で
も
、
こ
と
ば
の
通
じ
る

ル
な
ど
南
米
が
全
体
の
約
半
数
。
辺
拘
院
を
相
介
し
て
欲
し
い
、
と
い
う

近
萌
え
て
き
た
ア
ジ
ア
の
人
か
ら
は
の
が
ぞ
倒
的
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

案
外
、
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
府
と
厨
医
師
会
が
つ
く
っ
て
い
る
外

れ
ぺ
先
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
セ
ン
ｍ
人
則
け
の
医
療
情
報
冊
子
「
メ
デ

ィ
カ
ル
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
な
ど
に
記

載
さ
れ
て
い
る
病
院
に
照
会
し
、
協

力
を
得
ら
れ
る
病
院
を
「
協
力
病
院
」

と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
そ
の
中
か

ら
、
内
容
に
応
じ
て
紹
介
す
る
シ
ス

テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
命
多
く
の
課
題
が

と
は
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
制
度
の
問
題
。
外
国
人
登

　
横
山
　
最
も
多
い
こ
と
ば
の
問
題
録
を
し
て
１
年
以
上
日
本
で
酋
ら
せ

は
、
単
に
話
が
通
じ
な
い
と
い
う
こ
ば
、
保
険
加
入
資
格
を
得
る
こ
と
が

と
以
外
に
、
医
師
が
医
療
内
容
を
十
で
き
る
の
に
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な

分
に
説
明
し
て
い
る
か
、
患
者
側
か
い
人
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
、
在
留

そ
れ
を
納
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
工
期
限
の
切
れ
た
外
国
人
へ
の
医
療
を

夫
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
相
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
間
題
も
あ

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
り
ま
す
。

１
－
相
談
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ
る
不
安
が
背
景
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
―
―
医
療
に
は
国
境
は
あ
り
ま
せ

　　　－ﾐi
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ん
。

　
横
山
地
域
に
住
む
人
で
あ
れ

ば
、
ど
こ
の
国
の
人
で
も
十
分
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
「
地
域

医
療
」
の
考
え
方
が
必
要
な
の
で
は
。

　
例
え
ば
、
東
京
で
は
明
治
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
「
行
旅
病
人
及
行
旅
病

死
亡
人
取
扱
法
」
　
（
行
旅
法
）
を
適

用
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
行
き

２
蓑
禁
摸

在
日
外
国
人
の
心
身
支
え

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
１
９
７
９
年
、
医
師
、
医
学
生
計
３
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救

援
に
タ
イ
に
駆
け
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
8
4
年
股
火
。
本
旅
７
岡
山
市
。
世

倒
れ
の
病
人
を
助
け
る
目
的
の
法
律

で
、
病
人
が
治
療
靫
を
払
え
な
い
菊

合
、
都
道
府
県
が
全
額
を
負
担
す
る

の
で
す
。
適
用
に
は
国
籍
用
件
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
◇
役
に
立
つ
情
報
を

　
ｉ
－
含
め
細
か
い
対
応
が
必
要
、

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
横
山
　
「
外
国
人
」
と
い
っ
て
も

ひ
と
く
く
り
に
で
き
ま
せ
ん
。
英
語

を
話
す
人
ば
か
り
で
は
な
い
し
、
来

日
の
事
情
、
背
負
っ
た
文
化
も
違
い

ま
す
。
最
近
に
な
っ
て
増
え
続
け
て

い
る
人
た
ち
へ
の
対
応
の
Ｉ
つ
と
し

て
、
私
た
ち
の
活
動
が
あ
る
の
だ
と

恵
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
医
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
日
本
の
医
療
状
況
を
踏

ま
え
て
で
き
る
こ
と
は
多
い
と
思

い
ま
ず
。
例
え
ば
、
電
話
相
談
だ

け
で
な
く
、
「
外
国
語
に
よ
る
両
親

学
級
」
を
企
画
し
て
今
、
展
開
中

で
す
。
医
師
、
保
健
婦
、
助
産
婦
を

誕
師
に
し
て
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
中
沢
タ
ガ
［
‥
一
グ
の
こ
と

ば
で
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
つ
い

て
正
し
く
役
に
立
つ
情
報
を
外
国
人

に
提
供
す
る
の
が
目
的
で
す
。
ま
ぺ

近
く
1
6
力
国
語
の
（
歯
科
刑
診
察
補

助
表
高
）
出
す
予
定
。
外
ぷ
人
の
た
め

の
医
療
を
迦
し
て
、
日
本
の
医
療
が

一
一
一
一
４
Ｓ
一
一
一
・
１

界
1
8
力
ぼ
に
支
部
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
。
ア
ジ
ア
各
国
の
医
師
を

は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ノ
。
ア
な
ど
会
員
は
国
内
１
５
０
０
人
、
海
外
３
０
０
人
。

Ｉ ＆ ・ ● 働 ● ●

よ
り
多
面
的
な
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
、
と
。


	page1

